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物
由
お
容
に
対
し
て

「
小
在
戸
巡
回
パ
ス
」
の
1

日
フ
リ
l
乗
車
券
を
3
5
0

円
で
一
販
売
す
る
。
通
常
価
桔

は
5
0
0円
な
の
で
3
劃
引

と
な
る
。
こ
白
割
引
は
日
目

の
み
と
な
毒
。
車
内
や
最
寄

り
白
一
臨
売
隔
で
臨
売
す
る
。

描
宜
は
O
Kだ
が
、
甚
平
や

作
萌
衣
は
対
量
外
と
の
こ

と
。
「
江
戸
時
代
の
風
情
が

色
盟
く
由
る
川
噂
L
は
哲
物

h
H1
1
J
HU
L
 

型
パ
ス
で
は
入
り
込
む
の
が
一
信
号
持
ち
な
ど
で
も
ウ
ィ
ッ

困
難
露
地
直
り
き
な
と
一
卜
に
宿
ん
だ
ア
ナ
ウ
ン
ス
で

こ
ろ
も
坦
和
踏
を
睦
じ
さ
せ
一
乗
客
を
い
ら
い
ら
さ
せ
な
い

な
い
。
ま
た
、
四
議
士
吉
ん
一
連
人
の
校
も
見
過
せ
な
い
。

が
分
か
り
ゃ
す
く
川
越
の
提
一

9
月
日
日
「
ほ
蝿
仮
葬
レ

内
人
も
甜
め
て
く
れ
る
の
で
一
ン
ガ
古
固
で
来
年
に
市
制
田

川
越
初
体
験
者
に
も
心
掛
一
周
年
fr通
互
石
川
越
の
P
R

い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
世
冊
や
一
イ
ベ
ン
ト
が
聞
か
れ
る
。

た。

mM
槙
き
も
の
の
展
示
会

や
旧
川
越
融
物
市
閣
も
一
般

間
航
さ
れ
た
。

U
対
応
を
し
て
い

広
せ
ん
。
自
開
・

だ
け
で
は
ダ
メ
。

刀
が
大
き
く
な
っ

と
と
語
っ
た
。

νい
京
や
お
酒
、

伊
ほ
な
ど
の
食
に

北
ア
ル
プ
ス
と

P
Dも
と
に
こ
れ

L
な
し
が
加
わ
れ

山
司
令
と
な
っ
て
い
く

が
よ
く
山
古
い
ま
す
」

陣
筒
雨
は
川
越
駅
、
本
川

越
訳
、川
越
市
駅
に
も
あ
り
、

各
ス
ポ
ッ
ト
を
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
デ
ザ
イ
ン
白
ボ
ン
ネ
ッ
ト

パ
ス
が
結
ぶ
。
簡
の
辞
囲
気

に
ぴ
?
内
長

一命
つ
の
で
、
大 慣j

価
値
fr待
付
た
オ
H
M
ジ
ナ
ル

商
品
を
星
む
こ
と
で
、
揖
蜜

は
価
描
棋
定
福
房
市
掛
か
ら

取
り
贋
ザ
畠
。

本
曹
の
剛
囲
は
「
ト
ー
タ

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
国
告
を

変
文
一
る
'
」
。
考
え
方
の
ヒ

ン
ト
は
、

「
消
費
者
、
企
ベ

る
側
か
ら
措
秘
し
て
い
く
こ

と
」
。
本
曹
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
耶
例
の
多
く
で
女
性
が

活
印
刷
し
て
い
る
の
も
興
牒
探

ぃ
.

「
女
性
、
そ
れ
も
料
理

が
肝
幸
と
い
う
古
性
に
入
っ

て
も
ら
っ
と
、
話
が
h
H悼
的

に
な
り
、
進
国
が
き
わ
め
て

週
い
」
。
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生

み
出
す
た
め
「
ほ
女
性
の
視

点
が
不
可
究
の
喜
三
~
。

も
ち
ろ
ん
個
々
の
庫
軍
の

工
夫
だ
貯
で
は
地
堪
再
生
は

で
き
な
い
。
圃
揖
保
全
、
盟

光
事
措
な
ど
ト
タ
ル
に
唱

え
ら
れ
た
腫
聾
を
展
開
す
る

イ
ギ
リ
ス
由
事
例
な
ど
fr前

害
な
が
色
村
政
が
県
た
ず
世

割
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

(
合
同
出
蔵
、
1
4
0
0円
)

地
域
フ
ラ
ン
ド
を
引
き
出
す
力

金

丸

弘

美

著

川
越
き
も
の
の
日

ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
に
ま
で
及
訴
。

著
者
は
「
凪
麗
物
の
価
描

が
低
通
す
る
昨
今
、
農
村
地

域
で
の
作
物
の
加
工
臨
死

は
、
農
村
紐
帯
括
性
化
の
盟

裂
な
髄
」
と
指
摘
す
る
。

2

0
1
1年
現
在
、
企
画
の
直

売
所
の
教
は
的
1
芹
6
千
力

所
、
巴
元
雨
士
宮
悼
の
平
均
売

上
は
1
臨
円
、
年
率
四
%
で

伸
び
て
い
る
。
そ
の
売
り
上

げ
白
ほ
と
ん
ど
は
手
作
り
昧

咽
、
弁
当
、
ジ
ュ
ー
ス
頼
、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
ま
ん
じ

ゅ
う
と
い
っ
た
加
工
品
で
あ

る
と
い
う
。
わ
か
り
や
す
い

例
が
「
M
J

3
0
0円
四

リ
ン
ゴ
と
1

軒
3
0
0
円

の
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
」
。

つ
ま
り
付
加

企
理
現
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
宜
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
い
う
向
由
fr持
つ
金
丸

弘
詫
氏
は
、
「
立
か
ら
の
地

域
再
生
」
を
テ
i
マ
に
企
菌

を
山
柄
。
特
盟
百
曲
の
ブ
ロ
デ

ユ
ス
、
世
間
百
甲
車
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
と
も
覇
め
る
。

本
書
は
過
去
、
雑
酷
や
新
聞

に
書
い
た
も
の
を
需
楠
配
し

た
。
イ
タ
リ
ア
相
理
由

「ア

ル
・
ケ
ッ
チ
ャ
ノ
」

(山

府
県
)
、
辺
の
駅
「
献
し
ー

ま
l
と
」
(
山
口
県
)
、
イ

タ
リ
ア
の

「ス
ロ
1
7
1ド

理
蹴
」
な
ど
申
例
散
は
泊
。

日
本
を
飛
び
出
し
、
イ
ギ
リ

車
誼
山
神
社
の
大
幅

り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
l
ス

の
見
積
に
な
っ
て
い
る
。

同
ツ
ア
ー
は
、
約
1
・

5
J由
貴
山
道
を
散
綴
し

な
が
ら
、
樹
齢
8
0
0年

の
「
筑
世
山
神
社
の
大

杉
」
、
間
宮
林
蔵
ゆ
か
り

の
「
立
夏
右
」
、
闘
い
を

込
め
た
石
を
こ
こ
に
描
ね

れ
ば
願
い
が
け
っ
と
い
わ

れ
る
「
大
石
面
泊
」
の
3

つ
の
パ
ワ
l
ス
ポ
ッ
ト
を

也
事
。
神
笛
に
析
開
も
し

て
も
ら
え
る
。

問
い
合
わ
せ
・
申、
4
0

H
宮
0
2
9
(
8
6
6
)

0
6
1
1
0
 

商品
壇
山
神
社
神
官
と

ハワ
E
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

茨
埴
県
の
筑
極
観
光
世

ほ
9
月
叩

・
げ
・
剖
目

玉
目
問
、

「筑
世
山
神

神
宮
と
符
く
パ
ワ
ー
ス

ッ
ト
盟
百
」
ツ
ア
ー
を

一
掘
す
る
。
首
都
能
人
員
は
を
肥
る
本
胞
が
盟
て
ら

一回
限
定
1
0
0
人
、
書
れ
、
中
胞
に
拝
陪
「
筑
桂

一担
無
料
(
交
通
一
聞
は
白
山
神
社
」
が
あ
る
。
低
山

一
一
白
担
)
。
小
雨
担
仔
。
な
が
ら
も
l
千
岨
類
以
上

筑
控
山
は
山
全
体
が
の
植
物
に
思
ま
れ
、
水
蝿

師
神
体
」
と
し
て
器
出
現
世
固
定
公
園
に
指
定
さ

-
れ
て
お
り
、
県
体
山
田
れ
て
い
る
。
而
岩
・
世
右

一
「
現
世
男
大
神
」
、
女
ス
ポ
ッ
ト
も
多
く
、
さ
ま

山
田
に
「
筑
捜
安
大
神
」
ざ
ま
な
重
い
伝
え
が
あ子

や
歴
代
の
王
た
ち
の
相
が
並
ぶ
。

倍
近
院
の
買
聞
に
未
完
の
礼
#
撃

が
あ
る
。
ジ
ョ
ア
ン
l
世
の
息
手
ド

ウ
ア
ル
テ
1
也
に
よ
っ
て
胆
嘉
が
抽

堂
ま
っ
た
が
連
中
で
他
界
、
そ
の
桂
マ

拝
ヌ
エ
ル
1
世
が
引
き
継
い
だ
が
、
途

川
中
で
他
界
と
1
0
0年
ほ
ど
通
費

需
は
続
い
た
が
、
結
局
室
買
の
ま
ま
で

未
掛
わ
っ
て
い
る
。
匝
根
が
な
く
且
つ

宵
な
空
吾
見
躍
せ
吾
。
地
理
L
も
重

な
る
7

1チ
に
は
細
か
い
デ
ザ
イ
ン

の
即
刻
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
か
ら
流

れ
て
躍
る
ア
ル
1
田
光
、
そ
の
他
、

甚
師
の

一
つ
ひ
と
つ
を
見
て
も
た
め
息
が

出
る
ほ
ど
で
あ
る
。
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
、
マ
ヌ
エ
ル
様
式
、
ル

ネ
サ
ン
ス
陣
式
と
撒
妙
に
醒
ざ
っ
て
い

る
。
悼
道
院
の
北
側
に
は
王
の
白
臨
が
あ

る
。
ア
フ
ォ
ン
ソ

・
ド
ミ
ン
ゲ
ス
の
作
品

で
、
マ
ヌ
エ
ル
様
式
で
中
白
庭
園
や
噴
水

が

袈

レ

い

。

(

写

真

悟

富

)

ー!lJ5t担=担目立主
インターナショナルヘ

語言語漂F

>>>>片山〉

こ
こ
数
年
、
よ
く
弓
L
す
る
rE

う
の
は
、
そ
白
土
地
め
陸
史
や
文

曜
に
コ
」
当
地
」
が
あ
る
。
ご
当
化
と
切
り
離
し
て
語
れ
な
い
も

地
グ
ル
メ
、
ご
当
地
ソ
ン
グ
、
ご
の
」
と
量
わ
れ
た
。

当
地
楠
定
、
な
か
に
は
ご
当
地
ヒ
お
い
し
い
も
の
は
、
ど
こ
で
盆

l
ロ
ー
な
る
も
の
ま
で
挺
芋
U
て

ん

べ
て
も
お
い
し
い
。
だ
が
、
そ
由

い
る
。
な
か
で
も
ご
当
地
グ
ル
メ

み
U
土
砲
で
地
J
Z
白
人
か
ら
料
理
の
成

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
苦
か
ら

抽岨

り
立
ち
ゃ
お
い
し
い
貴
べ
方
を
聞

地
元
の
人
に
置
さ
れ
、
親
し
ま
れ

山当

さ

、
と
き
に
は
ご
当
地
聞
の
作
法

て
き
た
自
檀
の

一
品
が
多
く
、
ど

ザ
』

が
厳
便
し
て
企
す
る
と
、
聴
覚
だ

れ
も
魅
力
的
な
も
回
ば
か
り
だ
。
廿
で
な
く
五
昭
で
味
わ
っ
た
気
分

以
削
、日
月
か
ら
拍
ま
る
熊
本
・

に
な
れ
る
。
お
取
り
寄
せ
も
い
い

笛
届
匝
児
遍

o
cの
取

材

の

席

が

、
や
は
り
ご
当
地
も
ん
は
ご
当

で
、
匝
兎
島
県
の
方
が
「
童
と
い
地
で
。

【塩
野

世
膏
】

回先.前鰻

吋
リ
ス
ト
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
見
訴
で

山
町
っ
た
。
南
側
か
ら
の
太
陽
自
光
が
ス
テ

J

ド
ざ
フ
ス
を
通
る
と
、
光
が
7
匂
L
分

苫
れ
、
倍
道
院
の
柱
に
不
思
識
な
光
を

肌
し
て
い
た
。
す
ぐ
右
側
に
「
創
世
者
白

川
拝
さ
が
あ
る
。
こ
と
に
は
ジ
ョ
ア
ン

A

世
と
王
担
フ
ィ
リ
ッ
パ

・
デ
・
ラ
ン
カ

ハ
タ
上
大
型
霊
草
蹟
に
エ
ン
リ
ケ
航
語
王

<<<<<<<< < 


